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は
じ
め
に

「
蛇
の
声
」
は
雑
誌
「
海
」（
中
央
公
論
社
）
一
九
七
〇
年
四
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
、
円
地
六
十
五
歳
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
狐

火
」）

1
（

お
よ
び
一
九
七
〇
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
遊
魂
」）

2
（

と
合
わ
せ
て
、『
遊
魂
』

の
題
で
単
行
本
が
新
潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。「
狐
火
」「
遊
魂
」「
蛇
の
声
」
は
い

ず
れ
も
円
地
自
身
を
彷
彿
と
さ
せ
る
老
女
作
家
を
主
人
公
と
し
、
三
作
品
に
共
通

の
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、『
遊
魂
』
三
連
作
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。「
蛇

の
声
」
の
発
表
当
時
、
文
壇
か
ら
は
概
ね
好
評
で
あ
っ
た）

3
（

が
、
そ
の
後
『
遊
魂
』

三
連
作
の
作
品
研
究
は
「
遊
魂
」
に
集
中
し
、「
蛇
の
声
」
単
体
で
論
じ
た
作
品
論

は
齊
田
春
菜
「
円
地
文
子
「
蛇
の
声
」
論 

―
―
「
老
女
も
の
」
に
お
け
る
少
女
表

象
―
―
」）

4
（

の
み
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
蛇
の
声
」
の
主
題
の
考
察
を
通
し
て
作
品
の
価
値
を
明
ら
か

に
し
、「
蛇
の
声
」
を
円
地
文
学
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
に
お

い
て
、「
蛇
の
声
」
の
素
材
を
特
定
し
、
素
材
に
依
拠
し
た
部
分
と
円
地
が
創
作
し

た
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
に
お
い
て
、
作
品
の
主
題
を
検
討
す
る
。「
蛇

の
声
」
に
お
け
る
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
老
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
み
な
ら
ず
、

老
女
と
し
て
存
在
を
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
反
抗
で
あ
り
、
生
へ
の
意
志

で
あ
る
と
論
じ
る
。
第
三
章
に
お
い
て
、「
蛇
の
声
」
の
老
女
表
象
を
検
討
す
る
。

「
蛇
の
声
」
中
で
は
若
さ
と
美
し
さ
を
結
び
つ
け
る
描
写
が
避
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
遊
魂
」
に
比
し
て
「
蛇
の
声
」
は
後
年
の
円
地
の

所
謂
〝
老
女
も
の
〞
へ
の
軌
跡
を
あ
ら
わ
に
し
て
お
り
、
円
地
文
学
に
お
い
て
重

要
な
作
品
で
あ
る
と
論
じ
る
。

一
「
蛇
の
声
」
の
素
材

「
蛇
の
声
」
は
、
主
人
公
の
老
女
作
家
・
志
賀
が
、
一
家
心
中
事
件
や
老
女
二
人

の
ガ
ス
心
中
と
い
う
新
聞
の
記
事
か
ら
想
像
す
る
「
仮
現
の
光
景
」
を
中
心
に
展

開
す
る
。
二
つ
の
心
中
事
件
は
物
語
世
界
に
お
け
る
現
実
で
起
き
た
事
件
と
し
て

設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
事
件
の
背
景
に
は
、
円
地
が
創
作
の
素
材
と
し

た
と
思
わ
れ
る
実
在
の
事
件
が
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
作
品
の
素
材
と
な
っ
た
実

在
の
事
件
の
新
聞
報
道
と
、
作
品
に
お
け
る
事
件
の
設
定
を
比
較
し
、
共
通
点
と

相
違
点
を
洗
い
出
し
、
円
地
の
創
作
部
分
を
特
定
す
る
。
円
地
が
創
作
し
た
部
分

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、「
蛇
の
声
」
に
お
い
て
円
地
が
描
き
出
そ
う
と
し
た
主

一
七



題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

一‒
一
　
作
品
の
素
材
：
自
動
車
事
故
の
賠
償
を
苦
に
し
た
一
家
心
中

一‒

一‒
一
　
作
品
本
文
と
新
聞
記
事
の
比
較

ま
ず
、「
蛇
の
声
」
の
冒
頭
に
配
さ
れ
る
心
中
事
件
か
ら
、
志
賀
が
交
通
事
故
被

害
者
の
母
親
と
一
体
と
な
っ
て
見
る
「
仮
現
の
光
景
」
の
内
容
ま
で
を
概
説
す
る
。

「
蛇
の
声
」
は
、
川
縁
の
土
手
で
一
家
が
心
中
す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
交
通
事

故
の
賠
償
金
の
支
払
い
に
苦
し
ん
だ
夫
婦
は
、
先
に
殺
し
た
幼
い
子
供
た
ち
を
抱

え
、
毒
入
り
の
ジ
ュ
ー
ス
を
あ
お
っ
て
心
中
を
果
た
す
。
こ
の
場
面
は
、
主
人
公

で
あ
る
志
賀
が
、「
ひ
と
り
の
も
の
思
い
」
の
間
に
見
る
「
仮
現
の
光
景
」
で
あ
る
。

志
賀
の
想
像
は
事
故
被
害
者
の
娘
の
母
親
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
志
賀
の
意
識
は

母
親
の
意
識
と
一
体
化
し
、
母
親
が
心
中
し
た
一
家
の
叔
父
を
相
手
に
、
賠
償
金

を
直
談
判
に
行
く
場
面
を
回
想
す
る
。
法
律
相
談
の
青
年
を
相
手
に
苦
悩
を
こ
ぼ

し
て
い
る
過
程
で
、
母
親
の
恨
み
は
突
然
、
男
を
引
き
寄
せ
る
「
異
形
な
力
」
に

変
わ
り
、
母
親
が
青
年
と
情
交
に
及
ぶ
光
景
を
志
賀
は
想
像
し
て
し
ま
う
。

作
品
本
文
に
は
、
志
賀
の
想
像
の
起
点
で
あ
る
事
件
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
家
心
中
、
自
動
車
事
故
の
賠
償
に
絶
望
し
た
夫
婦
四
歳
と
二
歳
の
二
児

を
殺
し
自
分
た
ち
も
服
毒
、
妻
は
下
の
幼
児
を
背
負
っ
た
ま
ま
川
へ
落
ち
、
夫

と
長
男
は
川
べ
り
に
折
重
な
っ
て
死
ん
で
い
た
。
妻
と
二
歳
の
幼
女
の
死
体

は
同
夜
七
時
半
頃
川
下
の
釣
船
繋
留
場
に
流
れ
つ
い
て
い
て
、
舟
の
持
主
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。

三
十
歳
の
夫
は
、
一
月
ば
か
り
前
、
知
人
の
自
動
車
を
借
り
家
族
を
乗
せ

近
く
の
Ｎ
市
で
運
転
中
、
横
町
で
通
行
中
の
若
い
娘
を
轢
き
、
大
腿
骨
、
右

足
を
骨
折
、
片
眼
を
失
明
さ
せ
る
と
い
う
大
怪
我
を
さ
せ
た
。
被
害
者
側
か

ら
入
院
料
そ
の
他
、
百
数
十
万
円
を
請
求
さ
れ
、
親
類
に
も
相
談
し
て
み
た

が
、
埒
が
あ
か
ず
、
結
局
、
考
え
あ
ぐ
ん
だ
末
、
妻
子
に
か
け
て
あ
る
三
十

余
万
円
の
生
命
保
険
を
相
手
方
に
渡
し
て
、
許
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
遺
書

が
、
夫
の
死
体
の
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

（
中
略
）

Ｍ
は
大
都
市
Ｎ
の
隣
接
地
で
あ
る
Ｋ
町
の
金
属
工
場
に
働
く
律
儀
で
小
心

な
工
員
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

被
害
者
の
Ｋ
の
母
が
ほ
ど
近
い
Ｎ
市
で
繊
維
製
品
の
下
請
け
の
仕
事
を
職

業
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
だ
が
両
者
の
間
に
は
何
の
関
係
も

な
か
っ
た
。
関
係
は
、
あ
の
秋
晴
れ
の
日
曜
日
、
Ｍ
が
友
達
の
車
を
借
り
て
、

Ｎ
市
の
動
物
園
の
あ
る
大
公
園
に
妻
子
を
つ
れ
て
ド
ラ
イ
ヴ
に
行
っ
た
帰
り

に
起
っ
た
。

こ
の
「
蛇
の
声
」
作
品
中
の
心
中
事
件
と
同
様
の
事
件
が
一
九
六
八
年
十
月
六

日
に
発
生
し
、
翌
七
日
の
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。「
朝
日
新
聞
」「
読
売
新
聞
」「
毎

日
新
聞
」
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
三
紙
す
べ
て
が
当
該
心
中
事
件
を
報
道
し
て
い

る
が
、
最
も
詳
細
で
、「
蛇
の
声
」
に
お
け
る
内
容
と
類
似
す
る
の
は
「
朝
日
新

聞
」
の
記
事
で
あ
る
。

（「
朝
日
新
聞
」
一
九
六
八
年
一
〇
月
七
日　

東
京　

夕
刊　

一
一
面
）
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二
四
万
円
の
治
療
費
が
払
え
ず

被
害
者
に
死
の
お
わ
び
　
犬
山
の
親
子
心
中

六
日
夜
、
愛
知
県
犬
山
市
内
の
木
曽
川
で
起
き
た
一
家
四
人
心
中
は
、
小

学
校
二
年
の
長
女
が
助
け
ら
れ
た
だ
け
で
、
残
る
三
人
、
夫
婦
と
小
学
校
一

年
の
次
女
は
七
日
朝
、
水
死
体
で
発
見
さ
れ
た
。
夫
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
軽
乗

用
車
を
無
免
許
運
転
、
は
ね
た
高
校
生
の
治
療
費
二
十
四
万
余
円
の
支
払
い

に
困
り
果
て
た
た
め
と
分
っ
た
。

飲
酒
運
転
で
女
高
生
を
は
ね
て

【
犬
山
＝
愛
知
県
】
六
日
午
後
十
時
ご
ろ
、
犬
山
市
北
白
山
平
の
木
曽
川
左

岸
で
起
き
た
春
日
井
市
味
美
中
新
町
四
七
〇
三
名
古
屋
タ
イ
ル
工
事
会
社
社

宅
内
、
服
部
敏
夫
さ
ん
（
三
六
）
親
子
の
心
中
に
つ
い
て
犬
山
署
は
助
か
っ

た
服
部
さ
ん
の
長
女
春
日
井
市
立
白
山
小
学
校
二
年
美
紀
ち
ゃ
ん
（
八
つ
）

か
ら
事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
服
部
さ
ん
と
妻
み
つ
子
さ
ん
（
三
八
）
と
次

女
の
真
由
美
ち
ゃ
ん
（
六
つ
）
＝
白
山
小
学
校
一
年
＝
の
一
家
四
人
で
、
取

水
口
付
近
か
ら
四
人
で
入
水
自
殺
し
た
と
わ
か
っ
た
。

同
署
員
が
現
場
付
近
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
取
入
口
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上

に
あ
っ
た
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
中
に
は
便
せ
ん
数
枚
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
枚

に
は
「･･････

二
回
目
の
治
療
費
と
し
て
二
十
四
万
二
千
円
を
請
求
さ
れ
て

び
っ
く
り
し
た
。
こ
ん
な
に
も
か
か
る
の
な
ら
死
ん
だ
ほ
う
が
ま
し
だ
。
片

桐
さ
ん
に
は
悪
い
が
、
死
ん
で
お
わ
び
を
す
る
。
私
た
ち
の
生
命
保
険
を
治

療
費
に
ま
わ
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
意
味
の
敏
夫
さ
ん
の
両
親
あ
て
の
遺
書

が
書
か
れ
て
あ
り
、
同
署
は
交
通
事
故
の
補
償
を
苦
に
一
家
心
中
を
は
か
っ

た
と
み
て
い
る
。
敏
夫
さ
ん
ら
三
人
は
七
日
午
前
六
時
半
、
水
死
体
で
見
つ

か
っ
た
。

服
部
さ
ん
一
家
は
四
日
か
ら
家
を
出
た
ら
し
く
、
び
わ
湖
博
覧
会
を
見
た

あ
と
、
琵
琶
湖
で
死
の
う
と
し
た
が
死
に
き
れ
ず
こ
の
日
、
日
本
ラ
イ
ン
下

り
や
遊
園
地
な
ど
で
遊
ん
だ
あ
と
、
敏
夫
さ
ん
は
「
治
療
費
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
暮
ら
し
て
い
け
な
い
か
ら
水
に
入
ろ
う
」
と
い
っ
た
と
い

う
。服

部
さ
ん
の
月
収
は
手
取
り
三
〜
四
万
円
程
度
だ
っ
た
。

名
古
屋
北
署
の
調
べ
で
は
、
服
部
さ
ん
は
九
月
十
九
日
午
後
七
時
頃
、
名

古
屋
市
北
区
楠
町
味
鋺
の
市
道
で
、
酒
に
酔
っ
た
う
え
無
免
許
で
軽
乗
用
車

を
運
転
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
近
く
の
名
古
屋
市
立
北
高
校
三
年
、
片
桐

敬
子
さ
ん
（
一
八
）
を
は
ね
て
頭
な
ど
に
二
カ
月
の
重
傷
を
負
わ
せ
た
と
い

う
。

敏
夫
さ
ん
の
父
親
服
部
富
雄
さ
ん
（
六
〇
）
＝
名
古
屋
市
中
村
区
城
屋
敷
町

二
丁
目
＝
の
話　

敏
夫
が
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
一
週
間
ほ
ど
あ
と
、
わ
た

し
の
と
こ
ろ
へ
来
て
相
手
の
人
に
払
う
金
が
な
い
。
ど
う
に
か
し
て
く
れ
な

い
か
と
い
っ
て
い
た
。
わ
た
し
も
収
入
が
少
な
く
、
父
親
と
し
て
何
と
か
し

て
や
り
た
か
っ
た
が
、
そ
の
時
二
日
分
の
医
者
代
六
万
六
百
円
を
渡
し
て
や

る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

「
死
ぬ
の
は
無
責
任
」

片
桐
敬
子
さ
ん
の
母
親
　
ミ
シ
ン
の
阿
さ
子
さ
ん
（
三
八
）
の
話　

内
職
を

し
て
女
手
ひ
と
つ
で
育
て
て
来
た
長
女
の
敬
子
に
ひ
ど
い
け
が
を
さ
せ
て
お

き
な
が
ら
死
ん
で
し
ま
う
と
は
無
責
任
な
話
で
す
。
ま
だ
治
療
費
も
服
部
さ

ん
は
二
日
分
し
か
払
わ
ず
、
あ
と
の
十
日
分
の
治
療
費
二
十
四
万
余
円
の
請

一
九

円
地
文
子
「
蛇
の
声
」
論



求
書
を
持
っ
た
ま
ま
、
四
日
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

上
記
三
紙
で
、
心
中
し
た
夫
の
父
親
と
事
故
被
害
者
の
母
親
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
「
朝
日
新
聞
」
の
記
事
の
み
で
あ
っ
た
。「
蛇
の

声
」
で
前
半
の
主
軸
と
な
る
の
は
事
故
被
害
者
の
母
親
（「
朝
日
新
聞
」
記
事
の

「
片
桐
敬
子
さ
ん
の
母
親　

ミ
シ
ン
の
阿
さ
子
さ
ん
」
に
あ
た
る
）
で
あ
り
、
こ
の

母
親
が
心
中
し
た
一
家
の
叔
父
に
治
療
費
を
出
す
よ
う
に
直
談
判
に
行
く
場
面
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
円
地
は
「
朝
日
新
聞
」
の
当
該
記
事
を
読
み
、
作
品
の
素
材
と

し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

一
―
一
―
二
　
共
通
点
と
相
違
点
、
創
作
部
分

「
蛇
の
声
」
に
お
け
る
事
件
の
内
容
と
、
実
在
の
事
件
と
の
共
通
点
・
相
違
点
を

詳
し
く
検
討
し
、
円
地
の
創
作
部
分
を
特
定
す
る
。

心
中
事
件
の
共
通
点
と
し
て
は
、
夫
婦
と
子
供
二
人
の
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
、
交

通
事
故
の
補
償
金
が
原
因
で
あ
る
こ
と
、
遺
書
が
あ
り
、
生
命
保
険
を
事
故
被
害

者
に
渡
し
て
ほ
し
い
旨
が
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
心
中
事
件
の
発

生
は
新
聞
報
道
に
よ
る
と
十
月
六
日
で
あ
り
、
作
中
の
心
中
事
件
の
日
時
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
心
中
場
面
の
空
の
描
写
に
「
晩
秋
の
朱
色
」
と
い
う
表
現
が
あ
る

こ
と
か
ら
秋
で
あ
る
。
報
道
に
よ
る
と
交
通
事
故
は
九
月
十
九
日
に
発
生
し
て
お

り
、「
蛇
の
声
」
に
お
け
る
交
通
事
故
も
「
秋
晴
れ
の
日
曜
日
」
に
発
生
し
て
い
て
、

季
節
が
一
致
し
て
い
る
。
交
通
事
故
の
共
通
点
と
し
て
は
、
名
古
屋
市
（
作
中
で

は
大
都
市
Ｎ
市
と
表
記
）
で
発
生
し
た
こ
と
、
心
中
し
た
男
性
は
父
親
（
作
中
で

は
親
類
）
に
相
談
し
た
が
金
の
工
面
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
が
指
摘
で
き
る
。
事

故
被
害
者
の
娘
と
そ
の
母
親
に
関
し
て
は
、
事
故
被
害
者
が
高
校
三
年
生
の
女
子

片
桐
敬
子
さ
ん
（
作
中
で
は
Ｋ
と
表
記
）
で
あ
る
こ
と
、
母
親
は
ミ
シ
ン
の
内
職

を
し
て
い
る
こ
と
、
母
子
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
新
聞
記
事

の
「
死
ん
で
し
ま
う
と
は
無
責
任
な
話
で
す
」
と
い
う
言
葉
は
、
作
中
で
母
親
が

心
中
し
た
一
家
の
叔
父
に
向
か
っ
て
「
死
ん
で
行
っ
た
人
た
ち
は
気
の
毒
だ
と
い

う
け
れ
ど
も
、
責
任
を
果
た
さ
れ
な
い
で
残
さ
れ
た
こ
ち
ら
の
立
場
は
ど
う
な
る

と
い
う
ん
で
し
ょ
う
」
と
詰
る
言
葉
に
似
通
っ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
実
在
の
心

中
事
件
・
交
通
事
故
と
作
中
の
事
件
事
故
の
大
枠
に
相
違
な
く
、
特
に
事
故
被
害

者
の
母
親
の
造
型
は
「
朝
日
新
聞
」
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
母
親
の
情
報
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
在
の
事
件
が
「
蛇
の
声
」
の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ

る
こ
と
で
、
作
品
に
お
い
て
一
定
の
リ
ア
リ
ズ
ム
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。次

に
相
違
点
を
検
討
し
て
い
く
。
実
在
の
事
件
に
お
い
て
は
、
心
中
し
た
の
は

夫
婦
と
小
学
二
年
生
の
長
女
、
小
学
一
年
生
の
次
女
の
一
家
四
人
で
、
長
女
は
助

か
っ
て
い
る
。
一
方
作
中
で
心
中
し
た
の
は
夫
婦
と
、
四
歳
の
長
男
、
二
歳
の
長

女
で
、
四
人
全
員
が
死
亡
し
て
い
る
。
自
殺
手
段
も
、
実
在
の
事
件
で
は
入
水
自

殺
だ
っ
た
の
が
、
作
中
で
は
服
毒
自
殺
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
事

故
に
関
し
て
は
、
実
際
は
男
性
が
無
免
許
飲
酒
運
転
で
起
こ
し
た
事
故
だ
が
、
作

中
で
は
日
曜
に
家
族
で
動
物
園
の
あ
る
大
公
園
に
行
っ
た
帰
り
に
起
き
た
事
故
と

さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
新
聞
報
道
で
は
「
頭
な
ど
に
二
カ
月
の
重
傷
」
と
の
み
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
作
中
で
は
「
大
腿
骨
、
右
足
を
骨
折
、
片
眼
を
失
明
さ
せ
る

と
い
う
大
怪
我
」
と
変
更
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
医
療
費
も
高
額
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。
実
際
の
新
聞
報
道
で
は
「
二
日
分
の
医
者
代
六
万
六
百
円
」
は
男
性
の
父
親

二
〇
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が
出
し
、「
二
回
目
の
治
療
費
二
十
四
万
二
千
円
」
を
請
求
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
作

中
で
は
「
入
院
料
そ
の
他
、
百
数
十
万
円
」
を
請
求
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
ま

と
め
る
と
、「
蛇
の
声
」
内
の
心
中
事
件
で
は
、
子
供
の
年
齢
を
引
き
下
げ
、
一
家

全
員
が
死
亡
と
、
よ
り
悲
惨
な
方
向
へ
脚
色
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
交
通
事
故
に
関

し
て
は
、
無
免
許
飲
酒
運
転
と
い
う
重
大
な
過
失
を
取
り
除
い
て
偶
然
性
を
強
調

し
、
ま
た
家
族
で
の
行
楽
帰
り
の
事
故
に
変
え
る
こ
と
で
一
家
に
善
良
さ
を
付
加

し
て
い
る
。
加
害
者
家
族
を
悪
者
に
せ
ず
、
憐
れ
み
を
催
さ
せ
る
描
写
を
作
品
冒

頭
に
配
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
続
く
事
故
被
害
者
の
母
親
の
怒
り
や
恨
み
の
や
り

場
の
な
さ
を
効
果
的
に
演
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
細
か
い
相
違
点
と
し

て
、
心
中
し
た
男
性
の
勤
務
先
が
春
日
市
の
名
古
屋
タ
イ
ル
工
事
会
社
か
ら
「
Ｋ

町
の
金
属
工
場
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
、
心
中
事
件
の
管
轄
が
犬
山
署
か
ら
Ｏ

署
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。

円
地
の
完
全
な
創
作
と
言
え
る
の
は
、
心
中
し
た
一
家
の
叔
父
に
事
故
被
害
者

の
母
親
が
賠
償
金
の
直
談
判
に
行
く
場
面
と
、
母
親
の
法
律
相
談
に
乗
る
青
年
Ｓ

で
あ
る
。
作
中
の
叔
父
は
、
事
故
被
害
者
に
対
し
て
お
金
を
払
う
こ
と
を
断
固
と

し
て
拒
否
し
、
母
親
を
追
い
つ
め
て
い
く
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
叔
父
は
、

「
朝
日
新
聞
」
の
当
該
記
事
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
心
中
し
た
男
性

の
父
親
を
素
材
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
法
律
相
談
の
青
年
は
、
母
親
と

同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
む
大
学
院
生
で
、
法
律
事
務
所
へ
ア
ル
バ
イ
ト
に
通
っ
て
い

る
。
こ
の
青
年
が
、
や
り
場
の
な
い
怒
り
に
身
を
焼
く
母
親
の
「
呪
術
に
誘
い
入

れ
ら
れ
」、
母
親
を
抱
き
よ
せ
る
。『
遊
魂
』
三
連
作
を
通
じ
て
、
主
人
公
と
な
る

老
女
の
若
い
男
に
対
す
る
性
的
欲
望
と
葛
藤
が
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
青
年
Ｓ
は
老
女
の
性
愛
と
い
う
テ
ー
マ
を
描
く
に
あ
た
り
必
要
な

創
作
だ
っ
た
と
言
え
る
。
逆
に
、
人
物
を
新
た
に
登
場
さ
せ
て
描
く
ほ
ど
、
老
女

の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
円
地
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
、
実

際
の
新
聞
報
道
と
「
蛇
の
声
」
の
比
較
を
通
し
て
裏
づ
け
ら
れ
た
。

一‒

二
　
作
品
の
素
材
：
病
母
と
老
い
た
娘
の
心
中

自
動
車
事
故
に
よ
る
心
中
事
件
か
ら
、
事
故
被
害
者
の
母
親
の
憤
り
を
想
像
し
、

母
親
が
青
年
と
交
わ
る
と
こ
ろ
を
思
い
が
け
ず
想
像
し
て
し
ま
っ
た
志
賀
が
一
度

も
の
思
い
か
ら
さ
め
、
再
び
想
像
す
る
「
仮
現
の
光
景
」
は
、
年
老
い
た
母
娘
が

農
薬
を
飲
ん
で
死
に
至
る
心
中
事
件
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
心
中
事
件
の
素

材
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
実
在
の
事
件
の
新
聞
記
事
と
、
作
品
中
の
事
件
に
つ
い

て
比
較
検
討
す
る
。

一
―
二
―
一
　
作
品
本
文
と
新
聞
記
事
の
比
較

「
蛇
の
声
」
に
お
け
る
心
中
事
件
と
最
も
内
容
が
近
い
の
は
、
一
九
七
〇
年
一
月

二
十
一
日
に
報
道
さ
れ
た）

5
（

、
八
十
六
歳
と
五
十
八
歳
の
母
娘
の
死
亡
事
件
で
あ
る
。

「
朝
日
新
聞
」「
読
売
新
聞
」「
毎
日
新
聞
」
の
う
ち
、「
読
売
新
聞
」
に
は
記
事
が

な
く
、「
朝
日
新
聞
」「
毎
日
新
聞
」
に
報
じ
ら
れ
た
記
事
を
引
用
す
る
。

（「
朝
日
新
聞
」
一
九
七
〇
年
一
月
二
十
一
日　

東
京　

夕
刊　

一
〇
面
）

 

※
太
字
は
見
出
し

だ
れ
も
気
付
か
ぬ
ま
ま
病
身
の
母
娘
が
衰
弱
死
　
横
浜

【
横
浜
】
二
十
一
日
朝
、
横
浜
市
内
で
か
ら
だ
の
不
自
由
な
八
十
六
歳
の
母

親
と
心
臓
の
悪
い
五
十
八
歳
の
娘
が
死
体
で
発
見
さ
れ
た
。
警
察
の
調
べ
で

二
一

円
地
文
子
「
蛇
の
声
」
論



は
い
ま
の
と
こ
ろ
心
中
で
は
な
い
ら
し
く
、
ど
ち
ら
か
が
病
死
し
た
あ
と
残

さ
れ
た
方
も
衰
弱
し
切
っ
て
助
け
を
求
め
る
こ
と
も
出
来
ず
死
ん
で
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
生
活
が
苦
し
く
、
だ
れ
に
も
み
と
ら
れ
ず
に
死
ん

で
い
っ
た
老
女
二
人
―
―
こ
こ
に
も
都
会
の
谷
間
が
ポ
ッ
カ
リ
穴
を
あ
け
て

い
た
。

同
日
午
前
八
時
十
分
ご
ろ
、
同
市
南
区
南
吉
田
町
五
ノ
四
七
無
職
中
島
ナ

ツ
さ
ん
（
八
六
）
方
の
戸
が
二
、
三
日
前
か
ら
し
め
切
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
て
様
子
が
お
か
し
い
と
隣
の
人
か
ら
横
浜
・
寿
署
に
届
け
が
あ
っ
た
。
同

署
で
調
べ
た
と
こ
ろ
六
畳
間
の
ふ
と
ん
の
上
に
ナ
ツ
さ
ん
と
実
の
娘
の
無
職

前
田
千
枝
さ
ん
（
五
八
）
が
死
ん
で
い
た
。

近
所
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
ナ
ツ
さ
ん
は
千
枝
さ
ん
を
連
れ
て
戦
前
、
同

町
の
菓
子
店
に
後
妻
に
き
た
が
、
終
戦
直
前
、
主
人
に
先
立
た
れ
、
そ
の
後

千
枝
さ
ん
も
嫁
に
行
か
ず
、
テ
レ
ビ
も
な
い
六
畳
間
で
こ
こ
二
十
年
間
、
二

人
き
り
の
暮
し
を
続
け
て
き
た
。
収
入
は
家
の
一
部
を
人
に
貸
し
て
得
る
四

千
円
と
時
折
り
の
和
裁
内
職
だ
け
。
千
枝
さ
ん
が
近
く
の
米
屋
さ
ん
に
勤
め

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
二
人
の
生
活
は
ひ
ど
く
困
っ
て
い
た
ら
し
く
、
見
か

ね
て
昨
年
八
月
、
地
元
の
人
や
民
生
委
員
が
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
す

す
め
た
が
、
ナ
ツ
さ
ん
は
昔
気
質
の
人
で
「
お
国
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

不
名
誉
な
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
断
っ
た
と
い
う
。

民
生
委
員
の
三
木
正
一
さ
ん
（
七
〇
）
は
「
な
ん
と
か
二
人
を
説
き
伏
せ

て
保
護
を
受
け
さ
せ
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
悔
ん
で
い
た
。

（
毎
日
新
聞　

一
九
七
〇
年
一
月
二
十
一
日　

東
京　

夕
刊　

九
面
）

 

※
太
字
は
見
出
し

年
老
い
た
母
娘
死
ぬ

心
中
、
中
毒
死
？

【
横
浜
】
二
十
一
日
午
前
八
時
十
分
ご
ろ
、
横
浜
市
南
区
南
吉
田
町
五
の
四

五
、
無
職
、
中
村
キ
ソ
さ
ん
（
七
五
）
が
「
隣
家
の
中
島
さ
ん
方
が
こ
こ
二
、

三
日
戸
を
締
切
り
様
子
が
変
だ
」
と
寿
署
に
届
け
出
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ふ

と
ん
の
上
で
中
島
ナ
ツ
さ
ん
（
八
六
）
と
娘
の
前
田
千
枝
さ
ん
（
五
八
）
が

死
ん
で
い
た
。

二
人
に
外
傷
が
な
い
う
え
、
玄
関
や
窓
に
は
中
か
ら
カ
ギ
が
か
か
っ
て
お

り
、
火
ば
ち
に
燃
え
残
っ
た
炭
火
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
よ
る
事
故
と
み
て
い
る
が
、
自
殺
の
疑
い
も
あ
り
、
死
体
を
解
剖
す

る
。

一‒

二‒

二
　
共
通
点
と
相
違
点
、
創
作
部
分

「
朝
日
新
聞
」
と
「
毎
日
新
聞
」
の
報
道
を
比
較
す
る
と
、
死
因
を
「
朝
日
新

聞
」
は
「
い
ま
の
と
こ
ろ
心
中
で
は
な
い
」「
衰
弱
死
」
と
し
て
報
道
し
て
い
る
が
、

「
毎
日
新
聞
」
で
は
「
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
事
故
」
と
報
じ
、「
自
殺
の
疑
い
」

も
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、「
蛇
の
声
」
に
お
い
て
、
志
賀
が
見
て
い
た
の
は

「
八
十
二
歳
の
母
と
五
十
八
歳
の
娘
の
生
活
保
護
を
拒
ん
で
ガ
ス
心
中
し
た
」
と
い

う
あ
る
日
の
新
聞
の
社
会
記
事
で
あ
る
。「
ガ
ス
心
中
」
と
い
う
言
葉
は
、「
毎
日

新
聞
」
の
「
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
事
故
」
と
い
う
報
道
と
近
く
、
円
地
が
「
毎

日
新
聞
」
も
見
て
い
た
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
。
一
方
、「
蛇
の
声
」
に
あ
る

「
生
活
保
護
を
拒
ん
で
」
と
い
う
内
容
は
、「
朝
日
新
聞
」
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
二
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「
朝
日
新
聞
」
に
、「
地
元
の
人
や
民
生
委
員
が
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
す
す

め
た
が
、
ナ
ツ
さ
ん
は
昔
気
質
の
人
で
「
お
国
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
不
名
誉

な
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
断
っ
た
と
い
う
」
と
あ
る
の
は
、「
蛇
の
声
」
で
「
生
活

保
護
施
設
の
世
話
を
う
け
て
は
」
と
母
娘
が
暮
ら
す
敷
地
内
の
寺
の
住
職
と
民
生

委
員
が
一
緒
に
勧
め
る
が
、
娘
が
「
母
が
昔
者
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
上
の
お

世
話
に
な
っ
て
生
き
て
い
る
の
は
相
す
ま
ぬ
と
申
し
て
ど
う
し
て
も
承
知
い
た
し

ま
せ
ん
か
ら･･････

」
と
断
る
こ
と
に
類
似
す
る
。
ま
た
、「
朝
日
新
聞
」
で
報

じ
ら
れ
て
い
る
「
身
体
不
自
由
」
の
母
親
と
「
心
臓
の
悪
い
」
娘
と
い
う
点
も
作

中
の
母
親
と
娘
の
特
徴
に
一
致
す
る
。「
蛇
の
声
」
の
母
親
は
、
脳
卒
中
で
半
身
不

随
に
な
り
、
娘
も
心
臓
を
悪
く
し
て
時
折
発
作
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
和

装
内
職
を
し
て
い
た
こ
と
、
生
活
が
苦
し
か
っ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
紙
で
「
戸
が
二
、
三
日
前
か
ら
し
め
切
っ
た
ま
ま
」「
こ
こ
二
、
三
日
戸
を
締
切

り
」
と
あ
る
の
は
、「
蛇
の
声
」
で
「
雨
戸
が
閉
じ
た
ま
ま
で
、
入
り
口
の
鍵
も
か

か
っ
て
い
る
」
と
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年
齢
が
実
在
の
事
件
で
は
「
八
十

六
歳
の
母
と
五
十
八
歳
の
娘
」
だ
っ
た
が
、
作
中
で
は
「
八
十
二
歳
の
母
と
五
十

八
歳
の
娘
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
以
上
の
共
通
・
類
似
の
点
か
ら
、
円
地
が
少

な
く
と
も
「
朝
日
新
聞
」
の
当
該
記
事
を
読
み
、
作
品
の
素
材
と
し
た
可
能
性
は

高
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
相
違
点
に
関
し
て
検
討
す
る
。
最
大
の
相
違
点
は
、
母
娘
の
結
婚
歴
で
あ

ろ
う
。「
朝
日
新
聞
」
の
報
道
に
よ
る
と
、「
ナ
ツ
さ
ん
は
千
枝
さ
ん
を
連
れ
て
戦

前
、
同
町
の
菓
子
店
に
後
妻
に
き
た
が
、
終
戦
直
前
、
主
人
に
先
立
た
れ
、
そ
の

後
千
枝
さ
ん
も
嫁
に
行
か
ず
」
と
あ
り
、
結
婚
（
再
婚
）
し
た
の
は
母
親
で
、
娘

は
未
婚
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、「
蛇
の
声
」
に
お
い
て
は
、
娘
は
「
会
社

員
の
夫
と
結
婚
し
」、「
夫
は
養
子
と
し
て
入
籍
さ
れ
た
が
、
数
年
の
後
、
戦
争
中
、

社
命
で
中
国
か
ら
南
方
へ
行
き
、
向
う
で
マ
ラ
リ
ア
を
悪
化
さ
せ
て
、
客
死
し
た
」

と
あ
る
。
作
中
に
お
い
て
、
娘
は
結
婚
後
「
性
交
に
も
不
十
分
で
あ
る
し
、
子
供

の
出
来
る
身
体
で
な
い
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
夫
は
娘
を
離
縁
せ
ず
、
母

親
と
関
係
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
母
―
娘
―
娘
婿
の
三
角
関
係
は
、『
遊
魂
』
三

連
作
す
べ
て
で
登
場
す
る
関
係
性
で
あ
り
、
円
地
は
こ
の
異
様
な
関
係
性
を
描
く

た
め
に
、
母
親
の
再
婚
を
娘
の
結
婚
に
改
変
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
細

か
な
相
違
点
と
し
て
、「
朝
日
新
聞
」
で
は
母
娘
の
収
入
に
「
家
の
一
部
を
人
に
貸

し
て
得
る
四
千
円
と
時
折
り
の
和
裁
内
職
」
と
あ
る
の
に
、「
蛇
の
声
」
で
は
家
賃

収
入
へ
の
言
及
が
な
い
。
円
地
は
、
娘
の
和
裁
の
仕
立
物
の
み
で
生
計
を
立
て
て

い
る
と
い
う
設
定
に
す
る
こ
と
で
、「
よ
く
あ
ん
な
生
活
に
耐
え
ら
れ
る
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
差
し
迫
っ
た
暮
ら
し
を
描
き
出
し
て
い
る
。

実
在
の
事
件
の
報
道
に
な
く
、
円
地
の
創
作
で
あ
る
部
分
は
、
先
に
も
少
し
触

れ
た
母
親
と
娘
婿
が
肉
体
関
係
を
持
つ
点
と
、
母
娘
に
対
す
る
生
活
保
護
の
勧
め

の
裏
に
、
幼
稚
園
建
設
の
為
に
母
娘
を
立
ち
退
か
せ
た
い
と
い
う
事
情
を
設
定
し

た
点
で
あ
る
。
前
者
は
、
第
一
節
で
検
討
し
た
心
中
事
件
に
お
け
る
法
律
青
年
の

創
作
と
同
様
、
老
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
主
題
を
描
く
為
に
必
要
な
創

作
で
あ
る
と
い
え
る
。
後
者
は
、
母
娘
を
よ
り
窮
地
に
追
い
込
み
、
母
娘
が
「
世

間
に
対
し
て
自
分
た
ち
を
閉
め
出
し
て
い
る
母
子
の
辿
っ
て
行
く
片
意
地
な
道
」

を
描
く
た
め
に
必
要
と
し
た
創
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
素
材
と
な
っ
た
新
聞
記
事
と
の
対
照
か
ら
、
円
地
の
改
変
・
創
作
部
分

が
、『
遊
魂
』
三
連
作
で
繰
り
返
し
描
か
れ
る
老
女
の
抑
圧
さ
れ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
回
復
を
描
く
た
め
の
創
作
と
、
老
女
た
ち
を
窮
地
に
追
い
込
み
、
憎
し
み
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や
憤
り
を
印
象
づ
け
る
た
め
の
創
作
の
二
点
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

前
者
に
つ
い
て
は
、「
蛇
の
声
」
の
同
時
代
評
も
「
人
間
関
係
の
地
獄
」）

6
（

「
性
的

な
暗
闘
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
図
絵
」）

7
（

を
描
き
出
し
て
い
る
点
に
集
ま
っ
て
お
り
、
老

女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
「
蛇
の
声
」
の
主
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
争
え
な

い
。
菊
池
章
一
が
「
母
娘
の
関
係
の
幻
想
＝
想
像
」
に
「
現
実
に
抑
圧
さ
れ
た
志

賀
の
性
の
意
識
が
あ
る
」）

8
（

と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
志
賀
の
娘
婿
に
対
す
る
性
的
欲

望
が
、
想
像
の
光
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、「
遊
魂
」
の
主

人
公
の
二
人
の
若
い
男
へ
の
性
的
欲
望
が
、
生
き
霊
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
若

い
男
と
幻
想
的
な
時
空
で
戯
れ
る
こ
と
に
よ
り
表
出
す
る
こ
と
に
類
似
し
、『
遊

魂
』
三
連
作
共
通
の
主
題
と
言
え
る
。
一
方
、「
蛇
の
声
」
に
お
い
て
は
、
前
述
の

よ
う
に
実
在
の
事
件
よ
り
も
被
害
の
程
度
を
大
き
く
し
た
り
、
困
窮
し
た
生
活
ぶ

り
を
強
調
し
た
り
す
る
な
ど
、
老
女
の
世
間
に
対
す
る
孤
絶
感
・
無
力
感
を
印
象

づ
け
る
設
定
や
描
写
も
見
受
け
ら
れ
る
。
逼
迫
し
た
老
女
た
ち
の
苦
悩
や
憎
し
み

に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
点
は
、『
遊
魂
』
三
連
作
内
に
お
け
る
「
蛇
の
声
」

の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
「
蛇
の
声
」
の
主
題

本
章
で
は
、「
仮
現
の
光
景
」
に
登
場
す
る
老
女
た
ち
の
憎
し
み
や
憤
り
の
分
析

を
通
し
、「
蛇
の
声
」
の
主
題
を
考
察
す
る
。
第
一
節
お
よ
び
第
二
節
で
は
、
老
女

た
ち
の
女
性
性
の
回
復
の
背
景
に
は
憎
悪
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
彼
女
た
ち
の

憎
悪
の
対
象
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
三
節
で
は
、
経
済
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
志

賀
が
抱
く
「
贅
沢
な
ひ
も
じ
さ
」
と
い
う
感
情
に
つ
い
て
分
析
し
、
志
賀
自
身
の

老
い
の
自
覚
に
対
す
る
無
意
識
の
抵
抗
が
、「
仮
現
の
光
景
」
の
老
女
た
ち
に
も
通

底
し
、「
蛇
の
声
」
の
主
題
を
な
す
こ
と
を
論
じ
る
。

二‒

一
　
事
故
被
害
者
の
母
親
の
憎
悪

ま
ず
、
事
故
被
害
者
の
母
親
を
中
心
と
し
た
「
仮
現
の
光
景
」
に
お
け
る
母
親

の
心
理
を
検
討
す
る
。
事
故
加
害
者
家
族
が
心
中
し
た
こ
と
で
、
加
害
者
の
親
族

は
被
害
者
の
母
親
を
一
家
を
死
に
追
い
や
っ
た
と
し
て
責
め
、
補
償
金
の
支
払
い

を
拒
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
家
の
心
中
は
む
し
ろ
被
害
者
の
母
親
を
さ
ら
に

追
い
つ
め
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
被
害
者
の
若
い
娘
は
事
故
に
よ
り
足
を

骨
折
し
、
顔
に
損
傷
を
負
い
片
眼
を
失
明
す
る
。
そ
の
母
親
は
未
亡
人
で
、
服
飾

の
下
請
け
仕
事
を
し
て
一
人
娘
を
女
手
一
つ
で
育
て
て
き
た
。
そ
の
母
親
の
意
識

に
志
賀
は
同
化
し
て
い
る
。
母
親
は
法
律
相
談
に
の
っ
て
い
る
青
年
に
恨
み
を
ぶ

つ
け
て
い
る
最
中
、
突
如
「
お
ば
さ
ん
の
着
物
を
脱
ぎ
す
て
」、
優
雅
な
微
笑
で
青

年
と
交
わ
る
。
母
親
を
そ
う
さ
せ
た
も
の
は
、「
憤
り
と
恨
み
と
、
憎
し
み
と
悲
し

み
」「
や
り
場
の
な
い
鬱
積
し
た
も
の
」「
ひ
と
り
の
う
ち
に
凝
り
、
ひ
と
に
分
け

ら
れ
な
い
烈
し
い
切
な
い
も
の
」
と
い
っ
た
強
烈
な
負
の
感
情
で
あ
り
、
こ
の
憎

悪
が
「
異
形
な
力
」「
思
い
が
け
な
い
強
引
な
力
」
と
な
っ
て
男
を
引
き
寄
せ
た
の

だ
と
、
志
賀
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
母
親
は
男
を
欲
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

「
死
の
う
に
も
死
ね
な
い
身
の
上
」
で
「
死
を
超
え
よ
う
と
し
て
、
あ
が
く
」
か
ら

こ
そ
、
呪
術
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

母
親
の
憎
し
み
は
、
単
に
賠
償
金
の
支
払
い
を
拒
む
加
害
者
遺
族
へ
の
も
の
だ

け
で
は
な
い
。
母
親
は
青
年
に
、
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「
分
か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
誰
も
か
れ
も
、
わ
か
っ
て
い
て
手
が
つ
け
ら

れ
な
い
ん
で
す
よ
。
結
局
は
私
の
こ
と
を
諦
め
の
悪
い
困
っ
た
婆
さ
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
」

「
だ
か
ら
、
可
哀
そ
う
な
目
に
あ
っ
た
も
の
は
誰
も
構
っ
て
く
れ
な
い
ん
で
す

ね
。
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
、
私
は
さ
ん
ざ
ん
苦
労
し
て
、
よ
く
わ
か
り
ぬ
い

て
い
た
筈
な
の
に
、
や
っ
ぱ
り
、
他
の
も
の
を
信
じ
て
い
た･･････

馬
鹿

だ
っ
た･･････

（
後
略
）」

と
憤
懣
を
ぶ
つ
け
て
お
り
、「
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
も
の
は
何
に
も
あ
り
は
し
な

い
の
だ
と
い
う
実
感
」
を
強
く
抱
い
て
い
る
。
こ
の
、
世
間
一
般
に
対
す
る
孤
絶

感
や
、
自
分
を
追
い
つ
め
る
も
の
に
対
す
る
憤
り
は
、
次
に
志
賀
の
見
る
、
病
母

と
老
い
た
娘
の
抱
く
憎
悪
に
も
共
通
す
る
。

二‒

二
　
病
母
と
老
い
た
娘
の
憎
悪

志
賀
の
想
像
す
る
「
仮
現
の
光
景
」
の
二
つ
目
は
、
寝
た
き
り
の
八
十
過
ぎ
の

老
女
と
、
年
老
い
た
娘
の
心
中
事
件
で
あ
る
。
娘
は
か
つ
て
結
婚
し
夫
が
い
た
が
、

結
婚
し
て
は
じ
め
て
娘
は
女
性
の
機
能
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
夫
の

離
縁
は
当
然
の
権
利
で
あ
っ
た
が
、
夫
は
離
縁
す
る
こ
と
な
く
家
に
留
ま
っ
た
。
そ

れ
は
娘
の
母
親
に
ひ
き
こ
ま
れ
た
か
ら
だ
と
、
娘
は
想
像
す
る
。

お
母
さ
ん
は
、（
中
略
）
唯
、
私
を
抱
え
て
、
思
い
悩
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
い
う
お
母
さ
ん
の
、
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
き
満
ち
て
今
に
も
散
り

こ
ぼ
れ
そ
う
な
女
ぶ
り
に
あ
の
人
（
娘
の
亡
夫
：
引
用
者
注
）
が
ひ
き
こ
ま

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

娘
の
生
理
の
異
常
に
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
は
母
親
の
不
注
意
と
さ
れ
、
子
供

の
出
来
る
身
体
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
自
分
を
抱
え
て
、
母
親
は
途
方

に
暮
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
娘
は
想
像
す
る
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、

母
親
が
は
じ
め
か
ら
性
的
欲
望
を
持
っ
て
婿
を
ひ
き
よ
せ
た
の
で
は
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。
事
故
被
害
者
の
母
親
同
様
、
追
い
つ
め
ら
れ
や
り
場
の
な
い
想
い
が
、

男
を
ひ
き
よ
せ
る
と
い
う
構
図
を
志
賀
の
「
仮
現
の
光
景
」
は
描
い
て
い
る
。

娘
と
母
親
は
娘
婿
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
も
二
人
で
長
い
時
間
を
生
き
て
き
た
が
、

そ
の
間
に
お
互
い
に
対
し
、
ま
た
世
間
に
対
し
憎
悪
を
募
ら
せ
て
い
る
。
娘
の
憎

悪
は
、
母
親
の
女
性
性
と
、
自
分
た
ち
を
追
い
つ
め
る
他
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ

る
。母

娘
が
暮
ら
す
家
の
大
家
で
も
あ
る
住
職
は
、
生
活
保
護
施
設
へ
の
入
居
を
勧

め
る
が
、
そ
の
裏
に
は
母
娘
を
立
ち
退
か
せ
て
幼
稚
園
を
作
る
と
い
う
思
惑
が
あ

る
。
そ
の
話
を
聞
い
た
母
親
の
不
安
は
恐
怖
に
変
わ
る
。

娘
は
そ
の
母
親
の
と
り
乱
し
た
顔
に
は
た
き
つ
け
た
い
ほ
ど
昂
っ
て
来
る
憤

り
を
覚
え
た
。
奇
妙
な
性
の
匂
い
が
涸
れ
は
て
た
筈
の
肉
体
に
漾
泳
す
る
の

を
、
か
じ
か
ん
だ
娘
の
心
は
敏
感
に
嗅
ぎ
わ
け
憎
む
の
だ
。
住
む
場
所
を
な

く
す
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
、
そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
の
か
、
眼
の
前
に
現
在
の
娘

が
も
っ
と
恐
ろ
し
い
こ
と
を
何
度
と
な
く
考
え
、
実
行
に
移
し
か
け
た
こ
と

さ
え
あ
る
の
を
、
こ
の
老
い
た
女
は
見
ぬ
く
力
さ
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
中
略
）
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「
大
丈
夫
よ
、
お
母
さ
ん
、
私
、
お
母
さ
ん
を
、
こ
の
海
の
音
の
聞
え
る
砂
地

の
風
の
吹
く
家
か
ら
決
し
て
、
他
所
へ
な
ん
か
移
し
は
し
ま
せ
ん
よ
。
ど
ん

な
に
あ
の
和
尚
さ
ん
が
頼
ん
で
来
た
っ
て
、
市
の
偉
方
と
か
い
う
人
を
雇
っ

て
来
た
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
家
賃
を
払
っ
て
来
た
家
を
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
逐

出
さ
れ
て
た
ま
る
も
の
で
す
か
。
逐
出
さ
れ
は
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
弱
い

ん
だ
し
、
誰
も
力
に
し
て
は
い
な
い
か
ら
、
い
つ
で
も
、
押
し
つ
ぶ
そ
う
と

思
え
ば
つ
ぶ
せ
る
生
き
も
の
だ
と
皆
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
で
も
ね
、
人

間
二
人
は
そ
う
簡
単
に
押
し
つ
ぶ
せ
る
も
の
で
も
な
い
し
、
殺
せ
る
も
の
で

も
な
い
ん
で
す
よ
。
殺
し
た
っ
て
、
殺
し
き
れ
な
い
も
の
の
あ
る
こ
と
を
私

は
知
っ
て
い
ま
す
も
の
。
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
お
母
さ
ん
」

引
用
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
娘
は
母
親
の
「
奇
妙
な
性
の
匂
い
」
に
憎
悪
を

感
じ
る
。
母
親
の
女
性
性
に
対
し
て
憎
し
み
を
抱
く
場
面
は
、
娘
の
夫
の
死
後
、
母

親
に
対
し
て
再
婚
の
話
が
出
た
場
面
に
お
い
て
も
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
憎
し
み
は
、

娘
が
性
的
に
不
完
全
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
娘
の
憎
悪
は
、

生
活
保
護
を
理
由
に
母
娘
を
立
ち
退
か
せ
た
い
寺
の
住
職
や
、「
押
し
つ
ぶ
そ
う
と

思
え
ば
つ
ぶ
せ
る
生
き
も
の
」
と
母
娘
を
見
な
す
「
皆
」
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
娘
は
半
身
不
随
の
母
を
看
病
し
な
が
ら
強
い
意
志
で
働

く
の
で
あ
り
、
凄
絶
な
心
中
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

二‒

三
　
志
賀
の
「
贅
沢
な
ひ
も
じ
さ
」
と
作
品
の
主
題

第
一
節
で
み
た
事
故
被
害
者
の
母
親
と
、
第
二
節
の
病
母
と
老
い
た
娘
の
二
つ

の
「
仮
現
の
光
景
」
に
共
通
す
る
内
容
は
、
経
済
的
困
窮
と
、
自
分
た
ち
を
追
い

つ
め
る
周
囲
の
者
に
対
す
る
憎
し
み
で
あ
る
。
一
方
で
、
志
賀
の
現
実
の
生
活
は
、

「
仮
現
の
光
景
」
に
見
る
老
女
た
ち
の
生
活
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
志
賀
は

作
家
業
で
自
分
の
生
活
の
み
な
ら
ず
娘
夫
婦
の
経
済
的
援
助
も
し
て
い
る
た
め
、

「
仮
現
の
光
景
」
の
母
娘
の
よ
う
な
経
済
的
困
窮
と
は
現
在
縁
遠
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
老
い
を
自
覚
す
る
志
賀
は
、
す
べ
て
の
欲
望
が
滅
し
枯
淡
の
境
地
に

至
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
私
は
今
、
何
に
も
要
り
は
し
な
い
。
何
を
持
っ
て
い
た
っ
て
、
ど
こ
へ

行
っ
て
見
た
っ
て
、
私
の
今
身
体
と
心
に
溢
れ
て
い
る
手
の
つ
け
ら
れ
な
い

や
り
き
れ
な
さ
が
ど
う
な
る
と
い
う
ん
だ
ろ
う
」

志
賀
は
、
そ
う
ひ
と
り
ご
と
を
言
い
な
が
ら
、
暖
房
の
ほ
ど
ほ
ど
に
き
い

た
部
屋
の
机
の
前
に
ぼ
ん
や
り
坐
っ
て
、
贅
沢
な
ひ
も
じ
さ
に
心
を
渇
か
し

て
い
た
。

贅
沢
な
ひ
も
じ
さ
と
は
日
々
の
家
計
に
心
を
砕
い
て
い
る
人
々
か
ら
見
た

外
観
だ
け
の
こ
と
で
、
志
賀
自
身
の
萎
え
た
身
体
の
肉
を
も
み
、
骨
を
嚙
む

ひ
も
じ
さ
は
、
ビ
ア
フ
ラ
の
飢
餓
状
態
で
僅
か
の
食
糧
を
幼
い
子
の
手
か
ら

も
ぎ
と
る
母
親
と
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
志
賀
の
「
や
り
き
れ
な
さ
」「
贅
沢
な
ひ
も
じ
さ
」
と
は
何
か
、
そ

れ
が
「
仮
現
の
光
景
」
の
老
女
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検

討
す
る
。

『
遊
魂
』
三
連
作
を
踏
ま
え
る
と
、
志
賀
の
「
や
り
き
れ
な
さ
」「
贅
沢
な
ひ
も

じ
さ
」
は
、
老
い
て
女
と
し
て
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
志
賀
の
、
抑
圧
さ
れ
た
性
的

二
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欲
望
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
狐
火
」「
遊
魂
」
で
は
一
貫
し
て
、
若
い
恋
人

と
娘
婿
に
対
す
る
性
愛
と
葛
藤
が
主
題
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、「
蛇
の
声
」
と
「
狐
火
」「
遊
魂
」
と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
点
が
二

つ
存
在
す
る
。
一
つ
は
、
老
女
の
恋
人
で
あ
っ
た
娘
の
元
婚
約
者
が
「
蛇
の
声
」

に
は
登
場
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
恋
人
の
不
在
に
よ
り
、
老
女
自
身
の
性
愛
と
葛

藤
と
い
う
主
題
は
、「
蛇
の
声
」
に
お
い
て
影
を
薄
く
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、

「
狐
火
」「
遊
魂
」
で
は
つ
な
が
っ
て
い
た
娘
と
の
「
臍
の
緒
」
が
、「
狐
火
」
で
は

切
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
臍
の
緒
」
は
『
遊
魂
』
三
連
作
に
共
通
の
モ
チ
ー
フ

の
一
つ
で
あ
り
、
齊
田
春
菜
は
、

切
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
狐
火
」
の
志
緒
、「
遊
魂
」
の
蘇
芳
は
「
娘
婿
―

娘
―
自
分
」
と
い
う
奇
妙
な
関
係
に
捕
ら
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、「
蛇
の

声
」
の
志
賀
は
娘
・
久
美
と
の
「
臍
の
緒
」
が
切
れ
る
こ
と
で
こ
の
関
係
か

ら
切
り
離
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
志
賀
は
新
聞
記
事
か
ら
想
起
し
た
別
の
物

語
を
紡
ぎ
だ
す
能
力
、
そ
し
て
藤
田
嗣
治
の
少
女
の
絵
画
と
話
を
す
る
力
を

手
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。）

9
（

と
指
摘
す
る
。
志
賀
は
現
実
の
母
娘
関
係
か
ら
切
り
離
さ
れ
広
い
視
野
を
獲
得
す

る
一
方
で
、「
自
分
で
は
果
た
せ
な
い
欲
望
の
、
娘
の
身
体
を
通
し
て
ひ
ろ
が
り
、

花
咲
く
の
を
意
識
し
て
微
笑
む
こ
と
が
出
来
た
」
と
い
う
、「
遊
魂
」
の
主
人
公
が

得
て
い
た
満
足
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
引
用
部
は

「
し
か
し
、
そ
の
微
笑
が
、
他
目
に
は
世
に
も
は
か
な
げ
な
空
し
い
も
の
に
見
え
る

こ
と
を
蘇
芳
は
知
ら
な
い
。」
と
続
く
。）

志
賀
は
娘
と
繋
が
っ
て
い
た
「
臍
の
緒
」
が
切
れ
、
娘
と
の
一
体
感
も
失
っ
て

い
る
。
娘
と
の
「
臍
の
緒
」
が
無
く
な
っ
た
今
、「
娘
婿
―
娘
―
自
分
」
と
い
う
三

角
関
係
は
「
娘
婿
―
娘
／
自
分
」
に
形
を
変
え
て
い
る
。

恒
也
を
わ
る
い
男
に
見
立
て
る
こ
と
が
、
そ
う
し
て
、
久
美
を
そ
の
か
け
て

い
る
罠
に
落
ち
て
い
る
獲
物
に
見
立
て
る
こ
と
が
、
今
の
志
賀
に
は
一
番
す
っ

き
り
割
り
き
れ
る
結
論
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
実
が
一
向
そ
う
で
な
い
こ

と
が
志
賀
を
一
層
、
陰
鬱
に
し
、（
中
略
）
志
賀
は
、
ま
ざ
ま
ざ
と
、
生
き
た

人
間
の
生
活
し
て
い
る
姿
を
見
た
り
、
時
に
そ
の
中
に
自
分
も
ま
ぎ
れ
込
ん

で
動
き
ま
わ
っ
た
り
、
の
り
う
つ
っ
た
り
し
て
い
た
。

恒
也
を
、
自
分
と
娘
を
だ
ま
し
て
い
る
敵
と
見
な
せ
ば
、
娘
を
支
え
る
母
親
と

し
て
共
同
戦
線
を
は
り
、
再
び
娘
と
一
体
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ

れ
は
志
賀
の
孤
独
感
が
裏
返
し
に
な
っ
た
妄
想
で
あ
っ
て
、
婿
の
恒
也
は
世
渡
り

下
手
で
誠
実
な
男
で
あ
る
。
志
賀
は
、
財
産
の
管
理
を
一
切
委
ね
る
こ
と
が
で
き
、

猛
々
し
い
娘
も
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
娘
婿
へ
の
信
頼
を
繰
り
返
し
確
か
め
な
が

ら
、「
ま
る
で
未
成
年
者
の
よ
う
な
自
分
の
無
防
備
な
信
頼
感
」
を
「
ひ
ど
く
、
理

に
合
わ
ぬ
、
憎
ら
し
い
も
の
に
感
じ
」
て
し
ま
う
。
成
人
し
信
頼
の
置
け
る
夫
を

持
つ
娘
に
と
っ
て
、
母
親
の
志
賀
は
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、

逆
に
志
賀
自
身
が
「
未
成
年
者
の
よ
う
」
に
面
倒
を
見
ら
れ
る
立
場
と
な
っ
た
こ

と
に
対
し
て
、
志
賀
は
憤
り
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
志
賀
は
、

「
ど
う
せ
、
あ
の
人
た
ち
は
も
う
私
が
い
つ
死
ん
で
も
な
ん
と
か
な
る
と
思
っ
て
い

る
の
よ
」
と
つ
ぶ
や
い
て
み
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
娘
夫
婦
が
実
際
に
は
そ
の
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よ
う
に
思
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
、「
あ
の
人
た
ち
は
も
う
私
が

い
つ
死
ん
で
も
な
ん
と
か
な
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
つ
ぶ
や
く
志
賀
の
心
の
う
ち

に
は
、
自
分
が
「
い
つ
死
ん
で
も
い
い
」
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
空
虚
さ
が
あ
る
。
志
賀
の
「
や
り
き
れ
な
さ
」「
贅
沢
な
ひ
も
じ
さ
」
の
端

緒
は
こ
こ
に
あ
り
、
財
産
を
整
理
し
、
必
要
な
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
志

賀
は
自
覚
し
て
い
る
の
だ
が
、
自
身
で
自
覚
し
て
い
る
老
い
と
、
老
い
に
伴
い
自

己
の
存
在
が
軽
く
な
る
こ
と
に
対
し
て
は
し
か
し
、
無
意
識
の
う
ち
に
反
発
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
志
賀
の
意
識
・
無
意
識
は
「
仮
現
の

光
景
」
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
事
故
被
害
者
の
母
親
は
、「
可
哀
そ
う
な
目
に
あ
っ
た

も
の
は
誰
も
構
っ
て
く
れ
な
い
」「
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
も
の
は
何
に
も
あ
り
は

し
な
い
の
だ
」
と
い
う
憤
り
を
抱
え
て
い
た
。「
誰
も
構
っ
て
く
れ
な
い
」
と
い
う

の
は
、
も
は
や
娘
に
も
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
志
賀
の
実
感
で
あ
り
、
心
臓
の

発
作
が
起
き
て
も
人
に
助
け
を
求
め
よ
う
と
思
わ
な
く
な
っ
た
志
賀
の
孤
独
感
を

反
映
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、「
語
り
合
い
憎
み
合
い
、
戦
い
つ
づ
け
な
が
ら
、
二
人

が
一
つ
の
も
の
に
か
ら
み
あ
っ
て
」
生
き
る
母
娘
の
有
様
は
、
自
分
の
存
在
を
求

め
て
く
れ
る
娘
の
よ
う
な
存
在
を
欲
す
る
志
賀
の
、
無
意
識
の
欲
望
の
裏
返
し
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、「
い
つ
死
ん
で
も
い
い
」
存
在
に
な
っ
た
と
い
う
志

賀
の
自
覚
は
、「
押
し
つ
ぶ
そ
う
と
思
え
ば
つ
ぶ
せ
る
生
き
も
の
」
だ
と
周
囲
に
見

な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
老
娘
の
意
識
に
通
底
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
老
娘
の
「
で
も

ね
、
人
間
二
人
は
そ
う
簡
単
に
押
し
つ
ぶ
せ
る
も
の
で
も
な
い
し
、
殺
せ
る
も
の

で
も
な
い
ん
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
は
、
老
女
の
生
を
軽
ん
じ
る
者
へ
の
志
賀
の

抵
抗
の
言
葉
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
志
賀
の
「
や
り
き
れ
な
さ
」「
贅
沢
な
ひ
も
じ
さ
」
と
は
、
老
い
て
娘

に
も
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
志
賀
の
孤
独
で
あ
り
、「
い
つ
死
ん
で
も
い
い
」
と

い
う
志
賀
自
身
の
表
面
的
な
自
覚
に
対
し
て
の
無
意
識
の
抵
抗
で
あ
る
と
言
え
る
。

以
上
か
ら
、「
蛇
の
声
」
の
主
題
は
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
老
女
の
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
老
女
た
ち
の
生
き
方
に
ま
で
及
ぶ
だ
ろ
う
。「
仮

現
の
光
景
」
を
通
じ
て
丹
念
に
描
か
れ
る
老
女
た
ち
の
憎
し
み
は
、
老
い
た
女
の

存
在
を
軽
ん
じ
る
者
へ
の
反
抗
で
あ
り
、
こ
の
憎
し
み
が
生
き
る
こ
と
へ
の
欲
求

を
生
み
出
す
と
言
え
る
。
老
女
た
ち
の
凄
ま
じ
い
憎
悪
や
死
に
様
は
、
老
女
た
ち

が
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る
た
め
の
戦
い
と
も
読
め
る
だ
ろ
う
。

三
「
蛇
の
声
」
の
老
女
表
象

マ
ジ
ュ
ー
ル
・
ポ
リ
ー
ヌ
は
、『
遊
魂
』
三
連
作
な
ど
三
人
称
の
幻
想
的
な
作
品

に
つ
い
て
「
自
分
の
抑
圧
さ
れ
た
欲
望
が
、
あ
る
神
秘
的
な
作
用
に
よ
っ
て
、
実

現
さ
れ
る
方
向
で
物
語
は
展
開
す
る
」
と
述
べ
て
い
る）
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。『
遊
魂
』
三
連
作
に
共

通
す
る
「
抑
圧
さ
れ
た
欲
望
」
と
は
、
老
女
の
女
性
性
の
回
復
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
娘
婿
や
、「
狐
火
」「
遊
魂
」
に
お
い
て
は
娘
の
元
婚
約
者
へ
の
性
愛
で
あ
る
。

し
か
し
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、「
蛇
の
声
」
の
作
品
の
主
要
素
は
、
老
女
の

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
存
在
が
軽
く
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す

る
老
女
の
憤
り
に
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
蛇
の
声
」
は
、
幻
想
の
中
と
い
う
限

定
的
な
条
件
下
で
は
あ
る
が
、
志
賀
の
内
に
抑
圧
さ
れ
た
恨
み
や
欲
望
を
表
出
さ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、「
蛇
の
声
」
に
お
け
る
老
女
の
表
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
齊
田
春
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菜
は
「
蛇
の
声
」
に
お
け
る
少
女
表
象
に
着
目
し
、
少
女
が
「
成
人
し
た
女
に
な
っ

た
り
、
時
に
老
女
に
化
け
た
り
」
し
、「
老
婆
の
よ
う
な
声
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
、

お
よ
び
物
語
終
盤
の
「
無
染
の
歌
」
の
検
討
か
ら
、
老
女
と
少
女
の
イ
メ
ー
ジ
が

重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、「「
老
い
」
と
「
若
さ
」（
幼
さ
）
の
揺
ら
ぎ

で
も
テ
ク
ス
ト
が
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
し
か
し
、
老
女
と
少
女

が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
蛇

の
声
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
述
べ
て

い
な
い
。

ま
た
、
倉
田
容
子
は
「
蛇
の
声
」
発
表
か
ら
五
年
後
の
「
彩
霧
」
に
お
い
て
、
老

い
た
体
な
が
ら
猶
美
し
い
独
特
の
老
女
を
登
場
さ
せ
、
主
人
公
の
老
女
も
ま
た
老

い
た
自
身
を
美
し
く
眺
め
る
と
い
う
恍
惚
状
態
に
よ
っ
て
、「〈
若
さ
〉
＝
美
／
〈
老

い
〉
＝
醜
」
と
い
う
既
成
概
念
が
揺
ら
い
で
い
る
と
論
じ
て
い
る）

12
（

。
そ
こ
で
、
倉

田
の
論
を
も
と
に
、「
蛇
の
声
」
の
老
女
の
表
象
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い
。

「
蛇
の
声
」
で
重
要
に
な
る
老
女
は
、
Ａ
志
賀
、
Ｂ
自
動
車
事
故
被
害
者
の
母
親
、

Ｃ
寝
た
き
り
の
母
親
、
Ｄ
そ
の
娘
の
四
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
人
物
に

対
す
る
具
体
的
な
表
現
を
検
討
し
た
い
。

Ａ
志
賀
の
表
象

娘
を
自
動
車
事
故
で
片
眼
に
し
た
母
親
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
、
凝
集
し

た
憎
悪
が
巫
力
に
変
じ
る
か
と
見
え
た
瞬
間
、
突
然
、
十
数
年
も
忘
れ
て
い

た
女
が
彼
女
に
襲
い
か
か
っ
て
来
る
よ
う
な
変
化
も
、
志
賀
は
自
分
の
現
し

身
を
見
失
わ
な
い
ま
ま
に
身
体
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
信
じ

た
。
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
現
実
で
あ
る
と
同
時
に
死
と
紙
一
重
に
密
接
し
、
時

に
お
互
い
そ
れ
を
越
え
よ
う
と
し
て
鬩
い
で
い
る
性
を
新
た
に
知
る
こ
と
で

も
あ
っ
た
。
片
方
の
胸
を
死
の
圧
力
に
縮
め
、
片
方
の
胸
を
性
の
奔
騰
に
ど

よ
め
か
せ
て
、
志
賀
は
若
女
の
面
を
か
け
た
老
人
の
舞
い
手
の
よ
う
に
よ
ろ

め
き
な
が
ら
、
窈
窕
と
は
な
や
ぐ
自
分
を
机
の
上
に
両
肘
を
つ
い
て
、
う
つ

ら
う
つ
ら
し
な
が
ら
、
恰
も
、
晩
秋
の
暮
色
の
山
々
の
薄
墨
色
を
に
じ
ま
せ

て
消
え
て
は
浮
び
、
浮
ん
で
は
消
え
て
行
く
、
く
ら
く
美
し
い
虹
の
よ
う
に

眺
め
入
る
の
で
あ
っ
た
。

Ｂ
自
動
車
事
故
被
害
者
の
母
親

「
お
ば
さ
ん
、
何
笑
っ
て
る
ん
だ
」

Ｓ
は
驚
い
た
よ
う
に
言
っ
た
。

前
に
き
っ
ち
り
、
コ
ー
ル
テ
ン
の
ズ
ボ
ン
の
膝
を
揃
え
て
自
分
を
見
つ
め

る･･････

と
い
う
よ
り
も
睨
め
つ
け
る
よ
う
に
坐
っ
て
い
た
母
親
の
肩
が
自

然
に
丸
く
凪
い
で
、
口
も
と
に
仄
か
な
笑
い
が
漂
っ
て
い
る
の
を
見
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
お
や
、
こ
の
顔
は
誰
か
に
似
て
い
る
と
思
っ
た
と
き
、
Ｓ
は
ふ

と
、
消
え
て
い
た
記
憶
を
さ
ぐ
り
当
て
て
慌
て
た
。
こ
の
母
親
は
一
体
何
歳

だ
っ
た
の
か
。
娘
の
怪
我
の
前
に
も
、
口
を
き
く
こ
と
は
あ
っ
た
し
、
こ
の

事
件
の
後
に
は
、
何
度
と
な
く
逢
っ
て
い
る
が
、
Ｓ
は
彼
女
を
お
ば
さ
ん
と

い
う
呼
名
以
外
に
は
み
出
し
て
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
今
気
づ
い

た
。
お
ば
さ
ん
の
笑
い
と
も
言
え
な
い
微
か
な
口
も
と
の
ゆ
る
み
に
Ｓ
は
二
、

三
年
前
、
家
庭
教
師
に
通
っ
て
い
た
家
の
年
上
の
婦
人
の
顔
を
思
い
出
し
て

い
た
。
Ｓ
に
は
じ
め
て
性
を
教
え
た
そ
の
夫
人
は
優
雅
な
容
貌
と
姿
態
の
持

主
で
あ
っ
た
し
、
お
ば
さ
ん
は
、
女
と
い
う
意
識
を
Ｓ
か
ら
忘
れ
さ
せ
る
の

二
九
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に
ま
こ
と
に
便
利
な
粗
雑
な
誠
実
さ
を
露
骨
に
み
せ
て
い
つ
も
荒
い
立
居
に

狭
い
部
屋
の
中
を
一
層
狭
く
す
る
よ
う
に
動
き
ま
わ
っ
て
い
た
。
だ
の
に
ど

う
し
て
、
こ
の
、
こ
り
こ
り
肉
の
か
た
そ
う
な
赤
ら
顔
の
き
つ
い
眼
尻
に
皺

を
い
く
筋
も
畳
み
こ
ん
だ
お
ば
さ
ん
の
顔
に
あ
の
優
雅
な
夫
人
の
微
笑
が
忍

び
こ
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
中
略
）

母
親
は
そ
う
い
い
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
口
も
と
を
ゆ
る
め
た
顔
で
う
っ
と

り
し
て
い
る
。
人
に
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
行
為
で
や
っ
て
の

け
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
憤
り
と
恨
み
と
、
憎
し
み
と
悲
し
み
と
が
、
ひ
と

り
の
身
体
の
う
ち
に
の
た
う
ち
煮
凝
っ
た
も
の
が
異
形
な
力
へ
変
っ
て
行
く

道
で
、
母
親
は
突
然
お
ば
さ
ん
の
着
物
を
脱
ぎ
す
て
る
。

男
に
交
わ
る
こ
と
の
絶
え
て
十
数
年
を
経
過
し
た
五
十
歳
の
女
を
Ｓ
は
何

の
躊
躇
も
な
く
抱
き
よ
せ
る
。
女
は
、
こ
り
こ
り
と
か
た
い
肉
を
男
に
う
ち

つ
け
、
そ
の
処
女
の
よ
う
に
閉
じ
た
か
た
く
な
な
線
を
押
し
破
ら
れ
る
痛
み

に
豪
毅
に
耐
え
て
、
岩
礁
に
当
る
荒
波
の
よ
う
に
惜
し
げ
も
な
く
自
分
を
砕

き
つ
く
し
た
。

Ｃ
寝
た
き
り
の
八
十
過
ぎ
の
母
親

母
親
の
艶
や
か
に
張
り
の
あ
っ
た
肌
は
、
年
の
刻
ん
で
行
く
し
ぼ
に
軟
ら

か
く
萎
え
な
が
ら
、
昔
か
ら
、
通
っ
て
い
た
鼻
筋
が
一
層
細
く
な
り
、
八
十

を
越
え
て
仰
向
い
て
ね
て
い
る
半
分
筋
肉
の
麻
痺
し
た
顔
を
さ
え
、
娘
は
、
雪

人
形
の
よ
う
に
美
し
く
眺
め
る
こ
と
が
あ
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
引
用
で
注
意
し
た
い
の
は
、
い
ず
れ
も
、「
若
女
の
面
を
か
け
た
老
人

の
舞
い
手
」「
八
十
を
越
え
て
仰
向
い
て
ね
て
い
る
半
分
筋
肉
の
麻
痺
し
た
顔
」
と

い
う
よ
う
に
、
年
齢
を
そ
の
ま
ま
に
描
き
な
が
ら
、
そ
の
様
を
「
窈
窕
と
は
な
や

ぐ
自
分
」「
く
ら
く
美
し
い
虹
」「
優
雅
な
」「
雪
人
形
の
よ
う
に
美
し
く
」
と
形
容

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、「
遊
魂
」
に
お
け
る
老
女
表
象
を
比
較
の
た
め
に
引
用
す
る
。「
遊
魂
」

に
お
い
て
、
主
人
公
の
蘇
芳
（「
蛇
の
声
」
の
志
賀
に
あ
た
る
）
が
幻
想
世
界
で
男

（
娘
婿
、
娘
の
元
婚
約
者
）
と
交
わ
る
時
や
、
幻
想
的
な
力
（
遊
魂
）
が
作
用
す
る

際
に
は
、「
蘇
芳
の
顔
色
は
、
普
段
の
象
牙
色
に
静
も
っ
て
い
る
時
と
違
っ
て
、
砥

粉
色
に
張
り
を
持
っ
て
肉
づ
い
て
い
る
の
が
、
昨
日
見
た
の
と
は
十
年
も
若
返
っ

て
、
一
の
字
に
張
っ
た
眉
が
留
女
（
蘇
芳
の
娘
：
引
用
者
注
）
の
顔
を
思
い
出
さ

せ
た
」「
赤
い
葡
萄
酒
を
薄
い
ガ
ラ
ス
器
の
縁
か
ら
吸
う
度
に
桃
色
の
舌
の
ち
ろ
ち

ろ
動
く
の
が
不
思
議
に
、
幼
女
め
い
た
あ
ど
け
な
さ
に
見
え
て
」「
十
年
見
な
か
っ

た
間
に
、
一
向
顔
ち
が
い
せ
ず
、
幾
分
痩
せ
て
若
や
い
だ
よ
う
に
見
え
る
」
と
形

容
さ
れ
て
い
る
。「
遊
魂
」
に
お
い
て
美
し
さ
は
若
さ
と
不
可
分
で
あ
り
、「〈
若

さ
〉
＝
美
／
〈
老
い
〉
＝
醜
」
の
規
範
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
の
に
対
し
、「
蛇

の
声
」
は
後
年
の
「
彩
霧
」
に
先
ん
じ
て
既
に
老
女
の
中
に
「
美
」
を
見
出
す
描

写
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
蛇
の
声
」
を
円
地
文
学
の
中
に
再

度
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
蛇
の
声
」
の
作
品
の
意
義
は
、

志
賀
や
老
女
た
ち
の
描
写
に
お
け
る
、「〈
若
さ
〉
＝
美
／
〈
老
い
〉
＝
醜
」
の
規

範
の
揺
ら
ぎ
を
、
幻
想
世
界
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
初
め
て
実
現
さ
せ
た
点
に
あ

る
と
考
え
る
。

従
来
「
蛇
の
声
」
は
、『
遊
魂
』
三
連
作
の
中
で
も
発
表
当
時
を
除
い
て
注
目
度

三
〇
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が
低
く
、「
遊
魂
」
の
方
に
作
品
研
究
が
集
中
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
主
人

公
が
〈
遊
魂
〉
に
よ
っ
て
恋
人
た
ち
と
関
係
を
持
ち
、
幻
想
の
中
で
自
身
の
女
性

性
を
回
復
さ
せ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
倉
田
の
指

摘
す
る
「〈
若
さ
〉
＝
美
／
〈
老
い
〉
＝
醜
」
の
規
範
の
揺
ら
ぎ
と
い
う
点
で
は
、

「
蛇
の
声
」
は
「
遊
魂
」
よ
り
一
歩
進
み
、
後
年
の
「
彩
霧
」
を
予
告
し
て
い
る
。

『
遊
魂
』
三
連
作
は
全
て
老
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
俎
上
に
載
せ
て
い
な
が
ら
、

そ
の
料
理
の
仕
方
は
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
「
蛇
の
声
」
の
方
に
「
彩
霧
」
等
、

円
地
の
後
年
の
作
品
へ
の
方
針
が
よ
り
強
く
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、「
蛇
の
声
」
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
円
地
文
学
の
流
れ
の
中
に
「
蛇

の
声
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
作
品
の
素
材
と
主
題
を
考
察
し
て
き
た
。

第
一
章
で
は
、
円
地
が
「
蛇
の
声
」
の
素
材
と
し
た
心
中
事
件
を
検
討
し
、「
蛇

の
声
」
に
お
い
て
実
在
の
事
件
に
依
拠
し
た
部
分
と
、
円
地
が
創
作
し
た
部
分
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
円
地
の
創
作
は
、
老
女
の
女
性
性
の
回
復
と
、
困
窮
し
た
老

女
た
ち
の
憎
悪
を
描
く
と
い
う
意
図
の
も
と
行
な
わ
れ
て
い
る
と
結
論
し
た
。

第
二
章
で
は
作
品
の
主
題
を
検
討
し
た
。
老
女
た
ち
の
憎
し
み
は
自
己
の
存
在

を
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
り
、
生
へ
の
意
志
を
強
め
る
力
と
な
っ

て
い
る
と
論
じ
た
。「
蛇
の
声
」
の
主
題
は
、
老
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
老
女
の
尊
厳
と
生
の
希
求
に
及
ん
で
い
る
と
結
論
づ
け
た
。

第
三
章
で
は
、「
仮
現
の
光
景
」
の
老
女
表
象
を
分
析
し
た
。
老
女
の
若
返
り
に

よ
り
美
し
さ
や
女
性
性
を
描
写
す
る
「
遊
魂
」
と
は
異
な
り
、「
蛇
の
声
」
で
は
老

女
を
若
返
ら
せ
ず
に
美
し
さ
や
女
性
性
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
五
年

後
の
「
彩
霧
」
に
つ
い
て
倉
田
容
子
が
指
摘
す
る
「〈
若
さ
〉
＝
美
／
〈
老
い
〉
＝

醜
」
の
コ
ー
ド
の
揺
ら
ぎ
が
「
蛇
の
声
」
で
す
で
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
、「
蛇

の
声
」
は
「
彩
霧
」
等
後
年
の
円
地
の
〝
老
女
も
の
〞
の
方
向
性
を
予
告
し
て
い

る
と
論
じ
た
。

「
蛇
の
声
」
は
老
女
表
象
の
あ
り
方
に
お
い
て
、
後
の
〝
老
女
も
の
〞
に
つ
な
が

る
重
要
な
作
品
と
い
え
よ
う
。

注（
1
） 

 「
新
潮
」
一
九
六
九
年
一
月
。
円
地
六
十
四
歳
の
作
品
。

（
2
） 

 「
新
潮
」
一
九
七
〇
年
一
月
。
円
地
六
十
五
歳
の
作
品
。

（
3
） 

 

磯
田
光
一
は
「
疑
い
も
な
く
今
月
の
最
も
す
ぐ
れ
た
作
品
」（「
文
芸
時
評
（
下
）」

「
東
京
新
聞
」
夕
刊
、
一
九
七
〇
年
三
月
二
十
四
日
）
と
評
し
、
江
藤
淳
は
「
老
境

の
静
謐ひ
つ

と
ほ
ど
遠
い
円
地
氏
の
『
蛇
の
声
』
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
」（「
４
月
の
文

学
（
下
）」「
毎
日
新
聞
」
夕
刊
、
一
九
七
〇
年
三
月
二
十
八
日
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
4
） 

 

齊
田
春
菜
「
円
地
文
子
「
蛇
の
声
」
論 

―
―
「
老
女
も
の
」
に
お
け
る
少
女
表
象

―
―
」「
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集
」
十
八
巻
、
二
〇
一
八
年
十

二
月
。

（
5
） 

 

事
件
の
報
道
は
一
九
七
〇
年
一
月
二
十
一
日
。「
蛇
の
声
」
が
掲
載
さ
れ
た
「
海
」
四

月
号
（
中
央
公
論
社
）
の
新
聞
広
告
は
「
朝
日
新
聞
」
一
九
七
〇
年
三
月
八
日
東
京

朝
刊
三
面
に
あ
る
。
事
件
報
道
か
ら
「
蛇
の
声
」
発
表
ま
で
一
ヶ
月
半
ほ
ど
に
過
ぎ

な
い
が
、
五
十
代
で
流
行
作
家
と
な
り
多
作
だ
っ
た
円
地
が
こ
の
間
に
執
筆
し
た
と

み
て
も
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
6
） 

 

磯
田
光
一
「
文
芸
時
評
（
下
）」「
東
京
新
聞
」
夕
刊
、
一
九
七
〇
年
三
月
二
十
四
日
。

（
7
） 

 

佐
伯
彰
一
「
文
芸
時
評
（
下
）」「
読
売
新
聞
」
夕
刊
、
一
九
七
〇
年
三
月
三
十
日
。

三
一

円
地
文
子
「
蛇
の
声
」
論



（
8
） 

 

菊
池
章
一
「
文
芸
時
評　

方
法
と
し
て
の
幻
想
」「
新
日
本
文
学
」
一
九
七
〇
年
五

月
。

（
9
） 

  
前
掲
４
。

（
10
） 

 

マ
ジ
ュ
ー
ル
・
ポ
リ
ー
ヌ
「
円
地
文
子
の
幻
想
文
学　

―
―
そ
の
語
り
の
特
徴
に
つ

い
て
―
―
」「
兵
庫
教
育
大
学　

教
育
実
践
学
論
集
」
十
四
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

（
11
） 

 

前
掲
４
。

（
12
） 

 

倉
田
容
子
「
一
九
七
〇
年
代
〈
老
い
ゆ
く
身
体
〉
―
―
『
彩
霧
』」『
語
る
老
女　

語

ら
れ
る
老
女
：
日
本
近
現
代
文
学
に
み
る
女
の
老
い
』
学
芸
書
林
、
二
〇
一
〇
年
二

月
二
十
四
日
。

付
記「

蛇
の
声
」「
遊
魂
」
の
引
用
は
『
円
地
文
子
全
集　

第
五
巻
』（
新
潮
社　

一
九
七
八
年

七
月
）
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
、
ル
ビ
は
省
略
し
、
私
に
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
、
本
稿
は

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
「
円
地
文
子
「
蛇
の
声
」

論
」（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
）
の
一
部
で
あ
る
。

三
二

後　

藤　

真　

子


